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は
じ
め
に

　

本
稿
は
第
三
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
赤
松
克
麿
が
東
京
帝
国
大
学
法

科
大
学
政
治
科
に
入
学
し
て
か
ら
新
人
会
創
設
の
時
期
（
第
一
次
世
界
大
戦

期
）
に
展
開
さ
れ
た
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」（
民
本
主
義
）
と
「
軍
国
主
義
」

を
め
ぐ
る
諸
言
説
を
紹
介
し
つ
つ
彼
の
動
向
を
素
描
し
、
大
戦
後
の
赤
松
の

思
想
の
方
向
性
を
展
望
す
る
。

一　
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
「
軍
国
主
義
」
を
め
ぐ
る
姉
崎
・
水
野
論
争

　

赤
松
は
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
九
月
東
京
帝
大
法
科
大
学
政
治
科
に
入

学
し
た
が
、
当
時
は
折
し
も
第
一
次
大
戦
の
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
戦
争
は

彼
が
三
高
に
在
学
し
て
い
た
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
七
月
に
勃
発
し
、
そ

の
後
長
期
化
の
様
相
を
呈
す
る
に
至
っ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
始
ま
っ
た

第
一
次
大
戦
は
元
来
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
を
中
心
に
形
成
さ

れ
た
三
国
協
商
と
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
を
中
軸
と
す
る
三

国
同
盟
と
の
帝
国
主
義
陣
営
間
の
軍
事
紛
争
と
い
う
性
格
を
色
濃
く
反
映
さ

せ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、一
方
で
大
戦
の
本
質
を
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
対
「
軍

国
主
義
」
の
主
義
・
思
想
上
の
争
い
と
い
う
側
面
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
見

方
も
提
起
さ
れ
て
い
た
。
日
本
の
政
治
運
動
や
言
論
界
な
ど
に
お
い
て
も
、

日
本
が
八
月
に
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
標
榜
す
る
協
商
側
の
陣
営
に
加
わ
る

形
で
参
戦
し
、「
軍
国
主
義
」
の
ド
イ
ツ
に
敵
対
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
描
か

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
擁
護
の
気
運
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

第
一
次
憲
政
擁
護
運
動
に
触
発
さ
れ
、
当
時
民
衆
政
治
へ
の
関
心
を
強
く
抱

い
て
い
た
赤
松
も
、
第
一
次
大
戦
下
の
日
本
で
沸
き
起
こ
り
つ
つ
あ
っ
た
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
擁
護
の
「
思
想
的
新
気
運
」
を
感
じ
取
っ
て
い
た
。
彼
は
後
年

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
タ
リ
ー
の
軍
国
主
義
に
対

す
る
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
民
主
主
義
の
戦
い
で

あ
る
と
宣
伝
さ
れ
、
そ
し
て
我
国
が
後
者
に
加
担
し
て
参
戦
し
た
の
で
、

民
主
主
義
思
想
の
進
展
に
は
、
国
内
状
勢
が
有
利
に
な
っ
て
き
た
。

…
…
大
正
時
代
に
入
っ
て
、
憲
政
擁
護
運
動
な
ど
が
起
り
、
国
民
は
伝

統
的
な
軍
国
主
義
、
官
僚
主
義
に
対
し
て
漸
く
反
感
を
抱
き
つ
ゝ
あ
っ

第
一
次
世
界
大
戦
期
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
国
主
義
を
め
ぐ
る
言
説

福
　
島
　
良
　
一
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た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
戦
が
勃
発
し
て
か
ら
、
英
米
の
民
主
主
義
を
支

持
す
る
空
気
が
強
く
湧
い
て
き
た*1

。」

　

第
一
次
大
戦
を
こ
う
し
た
主
義
・
思
想
上
の
争
い
と
捉
え
つ
つ
、
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
支
持
の
立
場
か
ら
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
「
軍
国
主
義
」
と
対
立
す

る
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
た
論
者
に
宗
教
学
者
の
東
京
帝
大
教
授
姉
崎
正
治

が
い
る
。
彼
は
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」（
民
本
主
義
）
と
「
軍
国
主
義
」
を
そ

れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、「
一
社
会
内
に
於
て
、

民
本
主
義
は
、
各
個
人
の
円
満
な
発
達
を
社
会
的
協
調
の
生
存
に
求
め
る
主

義
で
あ
る
か
ら
、
之
を
各
国
民
の
間
に
応
用
す
れ
ば
、
国
家
は
其
を
形
成
す

る
人
民
（
又
は
民
族
）
自
発
の
同
心
結
合
を
基
に
し
て
、
各
自
治
自
決
に
依

つ
て
自
ら
を
処
置
す
る
権
利
を
有
す
る
と
共
に
、
此
の
自
決
権
は
互
に
他
民

族
を
侵
さ
ぬ
様
に
し
て
、
国
際
的
協
調
の
中
に
生
存
発
達
し
、
又
国
際
協
調

の
為
に
尽
す
べ
し
と
い
ふ
事
に
な
る*2

」。
他
方
、「
軍
国
主
義
」
は
「
軍
事
思

想
を
全
く
攻
撃
精
神
と
同
一
視
し
（
現
に
軍
人
は
多
く
之
を
高
唱
す
る
）
此

精
神
を
外
に
発
し
て
は
侵
略
を
行
は
う
と
し
、
内
に
対
し
て
は
万
般
の
設
備

を
此
精
神
に
基
く
主
義
組
織
で
一
律
に
せ
う
と
す
る
気
風
、
主
義
、
実
行*3

」

で
あ
る
、と
。
姉
崎
に
あ
っ
て
は
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
は
対
外
的
に
は
「
侵

略
」
の
否
定
と
「
国
際
協
調
」、対
内
的
に
は
各
人
の
個
性
と
「
社
会
的
協
調
」

を
重
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
方
「
軍
国
主
義
」
は
「
攻
撃
精
神
」
の
発
露

と
し
て
の
対
外
「
侵
略
」
を
誘
発
す
る
と
と
も
に
、
自
国
民
に
厳
格
な
「
規

律
」
を
強
要
す
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
特
に
対
外
的
な
「
侵
略
」
を
そ
の
属
性
と
見
な
す
姉

崎
の
「
軍
国
主
義
」
解
釈
に
対
し
て
は
異
論
を
唱
え
る
者
も
い
た
。
当
時
現

役
の
海
軍
大
佐
で
あ
っ
た
水
野
広
徳
も
そ
の
一
人
で
、
姉
崎
を
批
判
し
つ
つ

自
己
の
「
軍
国
主
義
」
論
を
展
開
し
て
い
る
。
水
野
は
「
侵
略
主
義
」
を
「
軍

国
主
義
」
に
特
有
の
も
の
と
す
る
主
張
を
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
デ
マ
ゴ
ギ
ー
だ

と
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
否
定
し
た
。

「
現
時
の
如
く
、
軍
国
主
義
を
以
て
侵
略
主
義
、
悪
魔
主
義
の
代
名
詞

と
為
す
に
至
り
た
る
は
、
近
年
露
国
及
び
独
逸
の
優
勢
な
る
軍
事
威
力

を
ば
、
憂
ひ
、
恐
れ
、
嫉
み
、
悪
む
の
結
果
、
英
国
人
に
依
つ
て
放
た

れ
た
る
悪
声
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。
英
国
の
此
の
悪
声
に
対
し
、
独
逸

は
之
に
酬
ゆ
る
に
海
洋
独
占
主
義
な
る
言
葉
を
以
て
し
、
英
国
が
大
海

軍
を
擁
し
て
、
世
界
の
海
洋
を
独
占
す
る
の
非
を
攻
撃
し
た
。
左
れ
ば

英
人
の
云
ふ
独
逸
の
軍
国
主
義
と
、
独
人
の
云
ふ
英
国
の
海
洋
独
占
主

義
と
は
、
海
陸
の
差
こ
そ
あ
れ
、
全
然
異
名
同
質
の
も
の
で
あ
る
。
軍

国
主
義
が
侵
略
主
義
な
れ
ば
海
洋
独
占
主
義
も
亦
侵
略
主
義
と
云
へ
る
。

海
洋
独
占
主
義
が
国
防
主
義
な
れ
ば
軍
国
主
義
も
亦
国
防
主
義
と
云
へ

る*4

。」

　

水
野
か
ら
す
れ
ば
、
姉
崎
の
主
張
す
る
よ
う
な
「
攻
撃
精
神
」
が
生
み
出

す
「
侵
略
」
志
向
は
、「
軍
国
主
義
」
国
家
ド
イ
ツ
の
専
有
物
で
は
な
く
、「
大

海
軍
を
擁
し
て
、
世
界
の
海
洋
を
独
占
」
せ
ん
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
な
ど
「
正

道
人
道
を
大
呼
し
、
自
由
平
等
を
高
唱
す
る
君
子
国*5

」
に
お
い
て
も
共
有
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
は
「
侵
略
」
を
「
軍
国
主
義
」
の
み

の
属
性
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、「
抑
も
攻
撃
精
神

の
目
的
は
、
敵
に
対
し
て
勝
を
制
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
必
ず
し

も
「
侵
略
」
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、「
制
勝
主
義
は
之
を

敵
よ
り
見
れ
ば
、
威
圧
侵
撃
と
認
め
ら
る
ゝ
」
に
過
ぎ
な
い
も
の
だ
と
水
野

は
指
摘
し
て
い
る*6

。
彼
に
よ
れ
ば
、
本
来
「
軍
国
主
義
」
は
「
侵
略
」
と
因

果
関
係
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
を
問
わ
ず
、
い
か
な

る
国
も
「
敵
に
対
し
て
勝
を
制
す
る
」
た
め
に
「
国
家
を
強
く
す
る*7

」
こ
と
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が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
手
立
て
こ
そ
が
「
軍
国
主
義
」
な
の
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
超
越
す
る
も
の
と
な
る
。

「
軍
国
主
義
な
る
も
の
は
、
国
策
国
是
等
の
如
き
政
治
上
の
主
義
で
な

く
、
国
政
運
用
上
の
方
策
に
過
ぎ
な
い
。
故
に
姉
崎
博
士
の
憂
ふ
る
如

く
、
侵
略
を
目
的
と
せ
る
に
あ
ら
ず
、
圧
制
を
手
段
と
せ
る
に
あ
ら
ず
、

況
し
て
軍
閥
跋
扈
主
義
に
あ
ら
ず
、
官
僚
万
能
主
義
に
あ
ら
ず
、
戦
争

唯
一
主
義
に
あ
ら
ず
、
唯
時
代
の
必
要
に
基
づ
く
国
民
一
致
の
国
防
主

義
を
実
行
す
る
為
め
の
計
策
で
あ
る
。
故
に
君
主
国
に
も
、
民
主
国
に

も
、
共
和
国
に
も
、
専
制
国
に
も
、
之
を
適
用
す
る
こ
と
が
出
来
る*8

。」

　

つ
ま
る
と
こ
ろ
、「
軍
国
主
義
」
を
国
家
強
盛
の
手
段
と
位
置
づ
け
る
こ
と

で
「
政
治
上
の
主
義
」
と
切
り
離
し
た
水
野
に
と
っ
て
、「
侵
略
」
を
「
軍
国

主
義
」
の
属
性
と
し
、
か
つ
「
国
際
協
調
」
重
視
を
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の

本
質
的
要
素
と
捉
え
る
よ
う
な
姉
崎
の
「
軍
国
主
義
」
解
釈
は
、
受
け
入
れ

ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
大
戦
の
性

格
づ
け
と
も
絡
め
つ
つ
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
「
軍
国
主
義
」
と
の
関
わ
り

を
め
ぐ
っ
て
、
両
者
を
対
立
概
念
と
見
な
す
姉
崎
と
「
軍
国
主
義
」
を
「
政

治
上
の
主
義
」
を
超
え
た
国
家
強
盛
の
手
立
て
と
考
え
る
水
野
と
の
間
で
見

解
の
相
違
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

他
方
で
、そ
う
し
た
論
争
と
は
別
に
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
「
軍
国
主
義
」

は
「
両
立
」
可
能
な
も
の
だ
と
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
た
論
者
も
い
た
。

そ
の
代
表
的
人
物
が
、
赤
松
が
薫
陶
を
受
け
た
民
本
主
義
の
唱
道
者
で
あ
る

政
治
学
者
の
東
京
帝
大
教
授
吉
野
作
造
で
あ
っ
た
。
吉
野
は
、
姉
崎
の
よ
う

に
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
「
軍
国
主
義
」
が
先
験
的
に
対
立
す
る
も
の
と
認

識
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
水
野
の
ご
と
く
単
に
「
軍
国
主
義
」
が
政
治
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
か
ら
超
越
し
た
国
家
強
盛
の
手
段
で
あ
る
と
い
う
立
場
も
と
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

二　

吉
野
作
造
の
「
民
本
主
義
と
軍
国
主
義
の
両
立
」
論

　

姉
崎
・
水
野
論
争
以
前
に
、
す
で
に
吉
野
は
第
一
次
大
戦
末
期
の

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
七
月
、『
中
央
公
論
』
誌
上
に
「
民
本
主
義
と
軍
国

主
義
の
両
立
」
と
題
す
る
論
説
を
発
表
し
て
い
た
。
彼
は
そ
の
論
説
に
お
い

て
「
軍
国
主
義
」
と
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」（
民
本
主
義
）
の
関
係
性
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
両
者
を
本
質
的
に
は
別
次
元
に
あ
る
も
の

と
捉
え
た
。
す
な
わ
ち
、「
軍
国
主
義
」
を
「
国
際
政
策
上
の
主
義*9

」
と
し
つ

つ
、
そ
の
対
概
念
に
「
平
和
主
義
」
を
置
き
、
一
方
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
に

は
「
内
政
上
に
表
ら
は
る
ゝ
所
の
政
治
主
義*10

」
と
い
う
観
点
か
ら
「
官
僚
主

義
」を
対
置
し
た
の
で
あ
っ
た
。
吉
野
は
、「
軍
国
主
義
」と「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

を
同
列
に
論
ず
べ
き
概
念
と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
次
元
に
あ
る
「
軍
国
主
義
」
と
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
は
ど

の
よ
う
に
交
差
す
る
の
か
。

　

ま
ず
吉
野
は
、「
軍
国
主
義
」
と
そ
の
対
概
念
で
あ
る
「
平
和
主
義
」
と
の

分
水
嶺
を
、「
国
家
の
国
際
的
生
活
の
本
態
」
が
「
協
同
」
に
あ
る
の
か
、
そ

れ
と
も
「
競
争
」
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
見
出
し
た
。
い
わ
く
、「
協
同
」

と
は
「
各
国
家
長
短
相
補
ひ
各
々
其
特
能
に
よ
つ
て
全
人
類
の
進
歩
に
協
力

す
る
と
い
ふ
世
界
的
人
道
主
義
と
相
通
ず
る
も
の
」
で
あ
り
、「
競
争
」
と
は

「
極
端
な
孤
立
的
個
人
主
義
の
や
う
な
も
の
で
、
国
と
国
と
は
其
力
を
競
う

て
相
争
ひ
他
を
圧
倒
す
る
事
に
よ
つ
て
の
み
自
家
の
生
存
と
安
全
と
を
期
し

得
べ
し
と
す
る
も
の
」
で
あ
る
、
と
。
こ
う
し
て
、「
あ
る
一
国
の
当
局
者
並

び
に
国
民
の
多
数
が
、
国
際
的
生
活
の
本
態
を
協
同
に
あ
り
と
す
る
の
信
念

に
立
て
ば
、
其
国
は
即
ち
平
和
主
義
の
国
で
あ
り
、
之
に
反
し
て
競
争
に
あ
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り
と
す
る
の
信
念
に
立
て
ば
、
其
国
は
即
ち
軍
国
主
義
の
国
た
ら
ざ
る
を
得

な
い
事
」
と
な
る*11

。

　

だ
が
吉
野
は
、「
協
同
」
に
依
拠
し
た
「
平
和
主
義
」
と
「
競
争
」
に
起
因

す
る
「
軍
国
主
義
」
を
観
念
的
に
分
け
て
は
い
た
も
の
の
、
第
一
次
大
戦
下

の
国
際
的
な
対
立
状
況
を
単
に
こ
う
し
た
二
分
法
で
捉
え
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
特
に
「
平
和
主
義
」
国
家
が
、
必
ず
し
も
「
軍
国
主
義
」
を
否
認
す
る

と
は
限
ら
な
い
と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
絶
対
的
平
和
主

義
」
が
保
持
さ
れ
る
の
は
「
世
界
の
総
て
の
国
乃
至
人
類
が
残
り
な
く
協
同

の
確
信
を
有
す
る
に
至
れ
る
時
」
で
あ
り
、「
一
人
で
も
競
争
の
主
義
を
奉
ず

る
も
の
ゝ
あ
る
以
上
は
、
世
界
は
常
に
不
安
に
襲
は
る
ゝ
」
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い*12

。
そ
れ
ゆ
え
に
既
存
の
国
際
秩
序
を
維
持
せ
ん
と
す
る
「
現
状
擁
護

主
義
」
を
掲
げ
て
「
平
和
政
策*13

」
を
と
る
「
民
本
主
義
に
立
つ
英
米
」
で
さ

え
、「
独
逸
の
や
う
な
普
通
外
れ
の
軍
国
主
義
者
を
抑
へ
つ
け
る
事
に
依
つ
て

初
め
て
世
界
の
平
和
は
不
安
の
状
態
か
ら
免
れ
得
る
と
す
る
実
際
的
見
地
に

立
」
た
ざ
る
を
得
ず
、
自
ら
「
其
平
和
を
確
実
に
齎
ら
す
為
め
の
手
段
と
し

て
軍
国
主
義
を
と
る
と
い
ふ
事
は
あ
り
得
る
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た*14

。

　

こ
こ
に
お
い
て
彼
は
、「
当
今
世
界
に
行
は
る
ゝ
軍
国
主
義
」
を
二
つ
の
タ

イ
プ
に
分
け
る
こ
と
と
な
る
。
ド
イ
ツ
な
ど
の
「
軍
国
主
義
其
者
を
目
的
と

す
る
者
」
と
英
米
な
ど
の
「
軍
国
主
義
を
平
和
的
理
想
の
手
段
と
す
る
も
の
」

で
あ
る*15

。
か
く
て
吉
野
に
あ
っ
て
は
、「
民
本
主
義
に
立
つ
英
米
」
が
「
軍
国

主
義
」
を
「
目
的
」
と
し
て
で
は
な
く
、
平
和
的
理
想
を
実
現
す
る
た
め
の

「
手
段
」
と
し
て
受
容
す
る
限
り
に
お
い
て
、「
軍
国
主
義
」
と
「
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」（
民
本
主
義
）
は
「
両
立
」
可
能
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
今

日
の
や
う
な
国
際
生
活
の
下
に
於
て
は
、
如
何
な
る
国
に
取
つ
て
も
軍
国
的

施
設
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
は
論
を
俟
な
い*16

」
と
主
張
す
る
吉
野
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
「
軍
国
主
義
」
と
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」（
民
本
主
義
）
の
「
両
立
」
は

日
本
に
お
い
て
も
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
「
軍
国
主
義
其
者
を
目
的
と

す
る
」
方
向
へ
と
転
落
す
る
危
険
性
を
も
吉
野
は
指
摘
し
て
い
た
。
も
と
も

と
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
「
官
僚
主
義
」
を
対
置
さ
せ
た
彼
の
な
か
で
は
、「
動

も
す
れ
ば
、
事
あ
る
を
好
み
、
又
事
あ
る
に
依
つ
て
利
福
を
増
す
の
機
会
を

多
く
有
す
る
」
官
僚
と
は
対
照
的
に
、
国
民
が
「
平
和
の
永
続
の
上
に
大
い

な
る
利
害
関
係
を
有
つ
て
居
る
事
は
大
体
に
於
て
争
ひ
難
い
」
と
い
う
観
念

が
も
た
れ
て
い
た*17

の
で
あ
り
、「
平
和
の
永
続
」
は
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
担

い
手
で
あ
る
国
民
の
願
望
で
あ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
彼
は
、
現

実
の
世
界
に
お
い
て
、
国
民
が
一
貫
し
て
「
平
和
主
義
」
を
奉
ず
る
存
在
だ

と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
日
本
国
民
に
関
し
て
は
、

そ
の
「
平
和
主
義
」
へ
の
不
徹
底
さ
に
懸
念
を
表
明
し
て
さ
え
い
た
。

「
国
民
一
般
の
国
際
生
活
の
本
態
に
関
す
る
信
念
は
必
ず
し
も
協
同
主

義
な
る
を
常
と
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
此
点
に
関
す
る
我
国
今
日
の
国

民
的
信
念
の
如
き
は
寧
ろ
競
争
主
義
に
偏
す
る
の
傾
向
あ
り
と
認
む
可

き
で
は
あ
る
ま
い
か*18

。」

　

こ
の
よ
う
に
、
他
国
を
「
圧
倒
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
自
国
の
生
存
と

安
全
と
を
期
」
そ
う
と
す
る
「
競
争
主
義
」
に
日
本
国
民
が
傾
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
吉
野
が
危
惧
す
る
背
景
に
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
の

勢
力
拡
張
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
は
日
清
・
日
露
の
戦

争
を
経
て
、
台
湾
、
朝
鮮
を
植
民
地
に
す
る
と
と
も
に
、
第
一
次
大
戦
参
戦

後
の
九
月
か
ら
二
か
月
ほ
ど
の
間
に
、
中
国
山
東
省
の
「
青
島
を
陥
れ
、
東

洋
に
敵
な
し
」
の
勢
い
を
見
せ
つ
つ
、「
更
に
進
ん
で
益
軍
備
を
拡
張
し
て
東

洋
に
覇
を
称
せ
ん
と
」
し
て
い
た
の
で
あ
る*19

。
彼
は
、力
を
背
景
と
し
た
「
国
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際
間
の
事
は
動
も
す
れ
ば
利
己
的
に
な
り
易
い
」
が
ゆ
え
に
、「
日
本
の
政
治

家
は
稍
も
す
れ
ば
功
名
を
急
ぎ
国
民
は
又
狂
熱
的
愛
国
心
の
勃
発
す
る
に
任

せ
て
、
対
韓
対
支
政
策
を
誤
り
東
洋
永
遠
の
大
計
を
誤
る
こ
と
は
あ
る
ま
い

か*20

」
と
憂
慮
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
懸
念
か
ら
吉
野
は
、
国
民
が
「
競
争
主
義
」
を
回
避
し
、「
平
和

主
義
」
の
基
礎
と
な
る
「
協
同
」
の
信
念
を
堅
持
す
べ
き
だ
と
し
て
、「
国
際

的
正
義
公
道
」
の
順
守
を
訴
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
日
本
人
が
朝
鮮
、
台
湾
の
人
々
を
継
子
扱
ひ
と
す
る
は
大
に
間
違
つ

て
を
る
、
宜
し
く
真
の
兄
弟
と
し
て
隔
て
な
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

支
那
民
族
に
対
し
て
も
同
様
で
何
処
ま
で
も
彼
等
に
尊
敬
と
同
情
と
を

以
て
其
民
族
性
を
啓
発
し
、
共
に
立
つ
て
東
洋
の
安
全
を
保
持
す
る
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ*21

。」

　

吉
野
に
と
っ
て
、「
協
同
」
の
信
念
が
国
民
に
欠
如
し
た
ま
ま
「
民
本
主
義

の
流
行
を
見
る
事
は
、
必
ず
し
も
国
際
政
策
の
根
本
義
を
平
和
主
義
に
徹
底

せ
し
む
る
所
以
と
な
る
と
は
限
ら
な
い*22

」
の
で
あ
っ
た
。
否
、
む
し
ろ
「
我

国
の
利
益
の
み
を
唯
一
の
標
準
と
し
て
利
己
的
政
策
の
み
を
取
」
る*23

な
ら
ば
、

結
局
の
と
こ
ろ
「
国
際
的
生
活
の
本
態
を
競
争
に
あ
り
と
す
る
根
本
義
に
よ

つ
て
導
か
」
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
日
本
が
「
軍
国
主
義
其

者
を
目
的
と
す
る
者
」
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、「
此
意
味
の
軍
国
主
義
が
横
行

す
る
事
と
な
れ
ば
、
其
結
果
は
啻
に
民
本
主
義
を
抑
圧
し
て
、
国
家
の
精
力

を
無
用
に
内
争
に
消
耗
せ
し
む
る
の
み
な
ら
ず
、
又
国
家
を
し
て
国
際
的
協

同
生
活
の
埒
外
に
孤
立
せ
し
む
る
と
云
ふ
、怖
る
べ
き
不
祥
事
を
齎
ら
す
事
」

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
た*24

。

　

と
も
あ
れ
吉
野
は
、「
軍
国
主
義
」
と
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」（
民
本
主
義
）

の
「
両
立
」
を
可
能
な
ら
し
む
べ
く
、「
少
く
と
も
戦
後
の
世
界
は
協
同
主
義

を
以
て
国
際
的
生
活
を
統
制
す
べ
き
時
代
で
あ
る
と
信
」
じ
、「
平
和
主
義
を

根
本
の
理
想
と
す
る
上
に
立
つ
て
軍
国
的
経
営
を
指
導
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

考
」
え
た
の
で
あ
る*25

。

三　

赤
松
に
お
け
る
社
会
運
動
へ
の
傾
斜
と
新
人
会
の
結
成

　

さ
て
、「
競
争
主
義
」
の
回
避
と
「
協
同
」
の
追
求
を
平
和
主
義
の
条
件
と

し
つ
つ
、「
軍
国
主
義
」
と
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
両
立
を
合
理
化
し
た
吉
野

の
影
響
を
受
け
た
赤
松
は
、
そ
の
民
本
主
義
思
想
の
実
践
に
向
け
て
い
か
な

る
行
動
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

三
高
弁
論
部
出
身
の
赤
松
は
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
九
月
に
東
京
帝
大

入
学
後
、
後
に
岳
父
と
な
る
吉
野
が
部
長
を
務
め
る
緑
会
弁
論
部
に
所
属
し
、

彼
の
「
愛
弟
子*26

」
と
な
っ
た
。
一
年
生
の
時
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
自

由
主
義
や
社
会
主
義
、
立
憲
政
治
な
ど
の
史
的
展
開
を
扱
っ
た
吉
野
の
「
政

治
史
」
の
講
義*27

を
受
講
し
て
い
る
。
三
高
在
学
時
に
民
衆
政
治
家
を
志
す
こ

と
に
な
っ
た
赤
松
に
と
っ
て
、
民
本
主
義
者
で
あ
る
吉
野
と
の
邂
逅
は
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
学
習
を
深
化
さ
せ
る
好
機
と
な
っ
た
。
入
学
後
ほ
ど
な
く
し
て
、

民
本
主
義
を
鼓
吹
す
る
代
表
的
論
文
二
本
が
公
に
さ
れ
る
。
公
法
学
者
で
京

都
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
で
あ
る
佐
々
木
惣
一
の
「
立
憲
非
立
憲
」（『
大

阪
朝
日
新
聞
』
一
九
一
六
年
一
月
一
日
―
一
九
日
）
と
吉
野
の
「
憲
政
の
本

義
を
説
い
て
其
有
終
の
美
を
済
す
の
途
を
論
ず
」（『
中
央
公
論
』
一
九
一
六

年
一
月
号
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
佐
々
木
、
吉
野
の
二
論
文
に
よ
っ
て
「
特

に
政
治
を
志
す
青
年
達
は
心
を
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
、
改
め
て
周
囲
を
見
廻
し
、
前

途
を
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
り
出
し
た*28

」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
政
治
学
徒

た
ち
に
与
え
た
民
本
主
義
政
治
学
者
吉
野
の
影
響
力
は
大
き
か
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
吉
野
の
薫
陶
を
受
け
つ
つ
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想
を
吸
収
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し
て
い
た
赤
松
で
は
あ
っ
た
が
、
大
戦
中
の
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
一
一

月
に
勃
発
し
た
ロ
シ
ア
の
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
革
命
は
、
彼
の
眼
を
社
会
運
動
へ

と
向
け
さ
せ
る
一
つ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
当
初
ロ
シ
ア

革
命
に
関
す
る
情
報
は
日
本
に
十
分
に
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
社
会
主
義
の
理

論
的
指
導
者
で
あ
っ
た
山
川
均
で
さ
え
、
革
命
の
詳
し
い
情
報
を
得
る
「
特

別
な
ル
ー
ト
」
も
な
く
、
そ
の
発
生
を
新
聞
で
初
め
て
知
っ
た
に
過
ぎ
な
い

状
態
で
あ
っ
た
。
だ
が
、「
と
に
か
く
革
命
が
起
こ
っ
て
帝
政
が
倒
れ
た
」
こ

と
に
感
激
し
た
と
山
川
が
回
想
し
て
い
る*29

よ
う
に
、
他
の
日
本
の
社
会
運
動

家
た
ち
の
多
く
も
ロ
シ
ア
革
命
の
実
態
を
把
握
し
得
な
い
ま
ま
、
革
命
が
現

実
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
に
一
様
に
感
動
し
た
の
で
あ
っ
た
。
赤
松
は
当
時

の
状
況
に
つ
い
て
、「
漫
然
た
る
革
命
意
識
に
昂
奮
」
し
、「
社
会
主
義
者
も
無

政
府
主
義
者
も
労
働
組
合
主
義
者
も
、
た
ゞ
ロ
シ
ア
に
革
命
が
行
は
れ
て
、

無
産
階
級
が
天
下
の
支
配
権
を
握
つ
た
と
い
ふ
事
実
を
無
批
判
に
簡
単
化
し

て
、
こ
れ
に
多
大
の
讃
美
と
思
慕
と
を
寄
せ
た
の
で
あ
つ
た*30

」
と
振
り
返
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
ロ
シ
ア
革
命
が
も
た
ら
し
た
「
外
部
的
衝
動*31

」
は
、
社

会
運
動
家
の
み
な
ら
ず
、
赤
松
ら
「
時
代
思
潮
に
敏
感
な
青
年
知
識
階
級
」

に
も
波
及
し
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
第
一
次
大
戦
期
の
日
本
経
済
の
混
迷
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
た
社
会
不
安
の
増
大
は
、
赤
松
の
社
会
運
動
へ
の
傾
斜
に
拍
車
を
か
け

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
大
戦
中
の
日
本
経
済
は
戦
争
特
需
に
よ
っ
て
活
況
を

呈
し
、
工
場
の
増
設
と
と
も
に
労
働
に
対
す
る
需
要
が
促
進
さ
れ
、
一
時
的

に
労
働
者
の
賃
金
は
増
加
し
た
も
の
の
、
彼
ら
の
生
活
は
次
第
に
苦
境
に
追

い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
戦
争
景
気
」
に
よ
っ
て
成
金
が
輩
出
し
、

そ
の
「
奢
侈
逸
樂
を
極
め
た
」
生
活
の
た
め
に
「
未
曽
有
の
物
価
騰
貴
」
が

も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る*32

。
物
価
上
昇
率
は
労
働
者
の
賃
金
上
昇
率
を
上
回

り
、
実
質
賃
金
が
低
下
す
る
こ
と
で
「
富
の
分
配
の
不
公
正
」
が
生
じ
、
労

資
間
の
対
立
が
激
化
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
労
資
対
立
の
激
化

は
、
大
戦
期
に
お
け
る
同
盟
罷
業
件
数
の
急
増
を
招
い
た
。
幼
少
期
よ
り
弱

者
救
済
の
使
命
感
を
抱
い
て
き
た
赤
松
に
と
っ
て
、
労
働
者
の
生
活
苦
は
無

視
し
得
な
い
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
革
命
の
勃
発
や
労
働
問
題
の
深
刻
化
と
相
俟
っ
て
、一
九
一
八（
大

正
七
）
年
七
月
に
は
米
騒
動
と
呼
ば
れ
る
全
国
規
模
の
民
衆
暴
動
が
発
生
す

る
。
か
か
る
事
態
は
、
彼
ら
「
青
年
知
識
階
級
」
に
「
歴
史
的
な
る
時
代
転

換
期
の
到
来
を
想
は
せ
」
る
こ
と
と
な
り
、
社
会
運
動
に
乗
り
出
す
気
運
を

醸
し
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た*33

。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
社
会
運
動
へ
の
関
心
を
芽
生
え
さ
せ
て
い
っ
た

赤
松
は
や
が
て
実
際
に
社
会
運
動
に
投
ず
る
決
意
を
固
め
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
九
月
初
旬
に
開
催

さ
れ
た
東
京
帝
大
と
京
都
帝
大
の
弁
論
部
に
よ
る
連
合
演
説
会
に
出
席
し
た

こ
と
で
あ
っ
た
。
緑
会
弁
論
部
の
学
生
委
員
で
あ
っ
た
赤
松
は
、
同
じ
く
委

員
で
あ
っ
た
石
渡
春
雄
、
宮
崎
龍
介
と
と
も
に
連
合
演
説
会
参
加
の
た
め
京

都
に
赴
い
た
が
、
演
説
会
前
夜
の
懇
親
会
で
京
大
側
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
象
牙

の
塔
か
ら
抜
け
き
ら
ぬ
態
度
を
な
じ
ら
れ
、
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
」
る
こ

と
と
な
っ
た
。
京
大
側
は
す
で
に
学
労
会
な
る
団
体
を
組
織
し
、
友
愛
会
や

労
働
運
動
家
な
ど
と
の
関
係
を
深
め
て
お
り
、「
学
生
が
社
会
的
に
目
を
開
き
、

社
会
運
動
に
投
ず
る
、
点
で
は
京
大
の
ほ
う
が
東
大
よ
り
も
一
歩
先
ん
じ
て

い
た
」
の
で
あ
る
。
赤
松
ら
が
「
京
都
で
受
け
た
刺
激
は
強
く
、
焦
燥
の
念

に
駆
ら
れ
て
三
人
は
帰
京
し
」、「
早
く
方
向
を
定
め
て
社
会
に
飛
び
込
も
う

と
あ
せ
」
り
を
見
せ
た
の
で
あ
っ
た*34

。

　

赤
松
、
石
渡
、
宮
崎
は
東
大
に
お
い
て
同
志
を
集
め
、
社
会
運
動
に
乗
り
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出
す
た
め
の
準
備
活
動
を
企
図
し
た
が
、
そ
の
拠
点
と
な
る
べ
く
目
を
つ
け

た
の
が
三
人
の
所
属
し
て
い
た
「
普
通
選
挙
研
究
会
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
研

究
会
は
、
吉
野
が
緑
会
弁
論
部
を
中
心
と
す
る
「
特
志
な
る
数
名
の
学
生
諸

氏
と
謀
」
り
、
普
通
選
挙
問
題
の
包
括
的
研
究
を
目
的*35

と
し
て
、
一
九
一
八

（
大
正
七
）
年
一
月
に
組
織
し
た
も
の
で
あ
る
。
吉
野
に
よ
れ
ば
、
研
究
会

へ
の
「
参
加
学
生
七
、八
十
名
に
及
び
い
つ
も
活
気
あ
る
討
論
と
ま
じ
め
な

研
究
調
査
で
終
始
し
て
ゐ
た
」
が
、
次
第
に
「
今
に
も
事
が
あ
つ
た
ら
街
頭

に
繰
出
し
さ
う
な
勢
ひ
」
が
窺
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
い
う*36

。

　

そ
う
し
た
な
か
で
行
わ
れ
た
の
が
、
吉
野
と
右
翼
団
体
浪
人
会
と
の
立
会

演
説
会*37

で
あ
っ
た
。
事
の
発
端
は
、
君
主
へ
の
反
乱
を
示
唆
す
る
文
言
を
め

ぐ
っ
て
筆
禍
事
件
（
い
わ
ゆ
る
白
虹
事
件
）
を
招
い
た
大
阪
朝
日
新
聞
の
社

長
村
山
龍
平
へ
の
九
月
二
八
日
の
浪
人
会
と
黒
竜
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
暴

行
事
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
暴
行
事
件
を
『
中
央
公
論
』
一
一
月
号
の
誌
上
で

吉
野
が
非
難
し
た
こ
と
に
憤
っ
た
浪
人
会
会
員
佐
々
木
安
五
郎
他
三
名
が
東

大
を
訪
れ
、
吉
野
に
謝
罪
を
要
求
し
た
が
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
立
会
演
説

会
の
開
催
を
申
し
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
一
一
月
二
三
日
神
田
の
南
明
倶
楽
部

で
演
説
会
が
開
か
れ
た
が
、
会
場
は
東
大
を
は
じ
め
と
す
る
各
大
学
の
有
志
、

友
愛
会
所
属
の
労
働
者
な
ど
が
詰
め
か
け
「
満
場
立
錐
の
余
地
も
な
」
か
っ

た
。「
興
奮
と
熱
気
と
が
渦
巻
」
く
な
か
、
言
論
の
自
由
を
説
く
吉
野
の
演

説
は
浪
人
会
側
の
演
者
た
ち
を「
圧
倒
」す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て「
南

明
倶
楽
部
の
凱
歌
に
酔
い
し
れ
る
ほ
ど
の
感
激
に
ひ
た
っ
た
赤
松
、
石
渡
、

宮
崎
の
三
名
は
、
緑
会
弁
論
部
の
他
の
人
々
と
袂
を
分
っ
て
新
し
い
思
想
団

体
を
作
る
決
意
を
し
た*38

」
の
で
あ
る
。
赤
松
ら
は
社
会
運
動
に
投
ず
る
べ
く
、

東
大
法
科
学
生
ら
の
「
自
由
思
想
を
懐
抱
せ
る
同
志*39

」
と
と
も
に
一
二
月
に

「
新
人
会
」
を
結
成
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　

だ
が
、
赤
松
ら
の
師
で
あ
り
、
新
人
会
結
成
の
「
直
接
の
動
機
を
な
し
た
」

立
会
演
説
会
の
立
役
者
で
あ
っ
た
吉
野
で
は
あ
っ
た
が
、「
当
初
そ
の
計
の
相

談
を
受
け
た
と
き
は
、
直
に
之
に
賛
同
」
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
私
は
発
企
人
た
る
諸
君
の
誠
意
と
熱
心
と
に
信
頼
し
て
必
し
も
強
く

反
対
は
し
な
か
つ
た
。
併
し
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
遠
慮
な
き
卑

見
を
陳
述
し
た
こ
と
を
覚
へ
て
居
る
。
そ
は
一
種
の
運
動
に
足
を
踏
み

出
す
こ
と
に
依
て
、
青
年
学
徒
と
し
て
の
若
々
し
さ
―
真
理
に
対
す
る

柔
軟
性
―
を
失
ひ
は
し
な
い
か
と
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る*40

。」

　

赤
松
ら
は「
も
う
少
し
勉
強
し
ろ
勉
強
し
ろ
と
絶
え
ず
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
」

る
吉
野
の
言
を
聞
き
入
れ
る
こ
と
な
く
、「
新
人
会
創
立
の
一
切
の
御
膳
立
を

し
て
か
ら
、
…
…
御
義
理
一
片
の
報
告
を
し
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た*41

」。
吉
野

は
「
本
来
の
志
を
同
う
し
乍
ら
各
々
独
自
の
道
を
踏
む
べ
き
を
約
し
」
つ
つ
、

新
人
会
の
活
動
に
対
し
「
傍
観
の
態
度
を
執
る
こ
と
に
し
た
」
の
で
あ
っ
た*42

。

四　

国
際
連
帯
に
よ
る
階
級
闘
争
へ

　

新
人
会
が
結
成
さ
れ
た
の
は
、第
一
次
大
戦
に
お
け
る
ド
イ
ツ
降
伏（
一
一

月
一
一
日
休
戦
協
定
調
印
）
の
翌
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。「
威
名
赫
々
た
る

軍
閥
官
僚
の
天
国
た
り
し
独
逸
も
脆
い
敗
辱
を
蒙
」
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ド

イ
ツ
敗
北
に
よ
り
、「
自
由
解
放
主
義
に
対
し
て
専
制
抑
圧
主
義
は
確
か
に
鉄

壁
の
一
角
を
崩
さ
れ
た*43

」
と
見
た
赤
松
は
、「
世
界
の
大
勢
が
侵
略
的
暴
力
的

気
運
を
脱
し
て
光
輝
あ
る
人
類
共
存
の
新
気
運
に
向
」
か
う*44

こ
と
を
期
待
し

た
。
そ
れ
は
ま
た
、
歩
む
道
を
異
に
し
た
と
は
い
え
志
を
同
じ
く
す
る
吉
野

が
望
む
「
協
同
」
に
基
づ
く
平
和
主
義
を
も
っ
て
「
国
際
的
生
活
を
統
制
す

べ
き
時
代
」
が
到
来
す
る
状
況
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

し
か
る
に
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ
講
和
会
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議
に
日
本
は
戦
勝
「
五
大
国
」
の
一
員
と
し
て
参
加
し
、
敗
戦
国
ド
イ
ツ
の

中
国
山
東
省
に
お
け
る
旧
権
益
の
譲
渡
お
よ
び
赤
道
以
北
の
ド
イ
ツ
領
南
洋

諸
島
の
割
譲
を
要
求
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
帝
国
主
義
的
野
心
を
示
す
一

方
、
植
民
地
朝
鮮
で
の
三
・
一
独
立
運
動
や
中
国
で
の
反
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
運
動
（
五
・
四
運
動
）
に
直
面
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
態
を
踏
ま
え
、

赤
松
は
「
我
国
現
時
の
支
配
階
級
が
唾
棄
す
べ
き
侵
略
主
義
を
抱
く
こ
と
は

蔽
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
実
で
あ
る*45

」
と
批
判
し
た
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
目
標
を

「
自
由
平
等
な
る
経
済
的
政
治
的
国
際
的
の
解
放*46

」
に
置
く
彼
は
、「
国
内
に

於
て
は
国
民
の
人
格
的
解
放
を
期
し
、
国
外
に
於
て
は
各
民
族
の
独
立
と
互

重
と
信
頼
と
に
基
き
、
世
界
恒
久
の
平
和
を
期
す
る*47

」
と
の
考
え
を
表
明
し

て
い
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
の
植
民
地
で
あ
る
朝
鮮
の
青
年
た
ち
に
次
の
よ

う
な
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

「
一
国
が
自
国
の
利
益
の
為
め
に
他
国
の
意
思
に
反
し
て
是
れ
を
支
配

す
る
如
き
は
断
じ
て
不
可
で
あ
る
。
況
ん
や
其
人
民
を
強
圧
し
て
是
れ

に
差
別
的
待
遇
を
与
へ
威
力
と
制
度
と
を
以
て
人
民
の
声
を
圧
伏
す
る

が
如
き
は
非
人
道
の
極
み
で
あ
る
。」

「
我
等
の
国
を
自
由
と
云
ふ
勿
れ
幸
福
と
云
ふ
勿
れ
。
我
等
が
人
民
の

霊
魂
と
肉
体
と
は
等
し
く
今
兄
等
を
苦
し
め
つ
ゝ
あ
る
者
の
手
に
繋
が

れ
て
悶
へ
苦
し
ん
で
ゐ
る
で
は
な
い
か*48

。」

　

こ
こ
に
あ
る
の
は
、
階
級
的
に
抑
圧
さ
れ
た
者
同
士
の
相
互
理
解
の
精
神

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
た
る
赤
松
は
国
際
連
帯
に
よ
る
階

級
闘
争
へ
と
歩
を
進
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
い
わ
く
、

「
解
放
運
動
は
国
境
に
依
り
て
局
限
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
暴

逆
な
る
金
力
と
鉄
火
よ
り
解
放
さ
れ
て
正
義
と
平
和
の
世
界
を
齎
す
事

は
、
世
界
人
類
共
通
の
切
願
で
あ
る
。
何
が
故
に
各
国
は
今
日
互
に
高

く
障
壁
を
築
い
て
対
抗
し
虎
視
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
。
…
…
世
界
人
類

が
真
に
一
家
を
成
し
て
愛
と
平
和
を
祝
福
す
る
ま
で
、
我
々
の
解
放
運

動
は
其
の
鋒
を
収
め
て
は
な
ら
な
い
。
終
局
の
目
標
を
同
じ
く
す
る
者

は
共
に
相
携
へ
て
最
後
の
勝
利
を
期
せ
よ
。
已
み
難
き
人
類
苦
に
痛
む

者
は
悉
く
来
り
て
人
類
解
放
の
義
戦
に
参
ぜ
よ
。
而
し
て
是
の
地
上
よ

り
有
ら
ゆ
る
掠
奪
階
級
と
武
断
階
級
の
影
を
絶
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ*49

。」

（
注
）

*1　

赤
松
克
麿
『
日
本
社
会
運
動
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
二
年
）
一
三
九
―
一
四
〇

頁
。

*2　

姉
崎
正
治
「
十
九
世
紀
文
明
の
総
勘
定
（
九
）」『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
一
八
年

一
二
月
八
日
付
。

*3　

姉
崎
正
治
「
十
九
世
紀
文
明
の
総
勘
定
（
四
）」『
大
阪
毎
日
新
聞
』
一
九
一
八
年

一
二
月
三
日
付
。

*4　

水
野
広
徳
「
我
が
軍
国
主
義
論
」（『
中
央
公
論
』
一
九
一
九
年
一
月
）
一
〇
七
頁
。

*5　

同
右
、
一
一
八
頁
。

*6　

同
右
、
一
一
六
頁
。

*7　

同
右
、
一
一
三
頁
。「
国
家
を
強
く
す
る
」
の
意
味
を
、
水
野
は
「
単
に
軍
隊
や
軍

艦
の
如
き
武
力
の
み
を
指
す
の
で
は
な
く
、人
力
、財
力
、物
力
の
綜
合
力
」（
同
上
）

の
強
化
と
捉
え
て
い
る
。

*8　

同
右
、
一
二
三
―
一
二
四
頁
。

*9　

吉
野
作
造
「
民
本
主
義
と
軍
国
主
義
の
両
立
」（『
中
央
公
論
』
一
九
一
八
年
七
月
）

七
三
頁
。

*10　

同
右
、
七
四
頁
。

*11　

同
右
、
七
三
頁
。
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*12　

同
右
、
七
四
頁
。

*13　

吉
野
作
造
「
欧
洲
戦
局
の
現
状
及
戦
後
の
形
勢
を
論
じ
て
日
本
将
来
の
覚
悟
に
及

ぶ
」（『
新
人
』
一
九
一
七
年
三
月
）
四
一
頁
。

*14　

吉
野
、
前
掲
「
民
本
主
義
と
軍
国
主
義
の
両
立
」
七
四
頁
。

*15　

同
右
。

*16　

同
右
、
七
五
頁
。

*17　

同
右
、
七
四
頁
。

*18　

同
右
。

*19　

吉
野
作
造
「
国
際
競
争
場
裡
に
於
け
る
最
後
の
勝
利
」（『
新
人
』
一
九
一
四
年

一
二
月
）
二
七
頁
。

*20　

同
右
、
二
七
―
二
八
頁
。

*21　

同
右
、
二
七
頁
。

*22　

吉
野
、
前
掲
「
民
本
主
義
と
軍
国
主
義
の
両
立
」
七
五
頁
。

*23　

吉
野
、
前
掲
「
国
際
競
争
場
裡
に
於
け
る
最
後
の
勝
利
」
二
八
頁
。

*24　

吉
野
、
前
掲
「
民
本
主
義
と
軍
国
主
義
の
両
立
」
七
六
頁
。

*25　

同
右
、
七
五
頁
。

*26　

Ｈ
・
ス
ミ
ス
『
新
人
会
の
研
究
―
日
本
学
生
運
動
の
源
流
』
松
尾
尊
兊
・
森
史
子

訳
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
四
四
頁
。

*27　

吉
野
の
郷
里
で
あ
る
宮
城
県
大
崎
市
古
川
の
「
吉
野
作
造
記
念
館
」
に
、
赤
松
克

麿
筆
記
『
吉
野
作
造
講
義
ノ
ー
ト
（
一
年 

政
治
史
）』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
吉

野
作
造
講
義
録
研
究
会
編
『
吉
野
作
造
政
治
史
講
義　

矢
内
原
忠
雄
・
赤
松
克
麿
・

岡
義
武
ノ
ー
ト
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
に
収
録
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

*28　

三
輪
寿
壮
伝
記
刊
行
会
編
『
三
輪
寿
壮
の
生
涯
』（
三
輪
寿
壮
伝
記
刊
行
会
、

一
九
六
六
年
）
一
六
八
頁
。

*29　

山
川
菊
栄
・
向
坂
逸
郎
編
『
山
川
均
自
伝
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
）
三
六
九

頁
。

*30　

赤
松
克
麿
『
社
会
運
動
に
於
け
る
現
実
主
義
』（
青
雲
閣
書
房
、
一
九
二
八
年
）
九

頁
。

*31　

赤
松
克
麿
「
大
正
時
代
に
お
け
る
我
国
無
産
階
級
の
進
展
」（『
中
央
公
論
』

一
九
二
七
年
三
月
）
四
八
頁
。

*32　

菊
川
忠
雄
『
学
生
社
会
運
動
史
』（
海
口
書
店
、
一
九
四
七
年
）
七
頁
。

*33　

赤
松
克
麿
「
新
人
会
の
歴
史
的
足
跡
―
創
立
十
年
に
し
て
倒
れ
た
彼
の
社
会
運
動

史
的
業
績
―
」（『
改
造
』
一
九
二
八
年
六
月
）
六
九
頁
。

*34　

三
輪
寿
壮
伝
記
刊
行
会
編
、
前
掲
書
、
一
七
五
―
一
七
六
頁
。

*35　

吉
野
作
造
『
普
通
選
挙
論
』（
大
鐙
閣
、
一
九
一
九
年
）
六
頁
。

*36　

吉
野
作
造
「
日
本
学
生
運
動
史
」（『
岩
波
講
座 

教
育
科
学
』
第
一
五
冊
、岩
波
書
店
、

一
九
三
二
年
）
二
六
頁
。

*37　

立
会
演
説
会
の
顚
末
は
、
菊
川
、
前
掲
書
、
三
八
―
四
六
頁
に
詳
し
い
。

*38　

三
輪
寿
壮
伝
記
刊
行
会
編
、
前
掲
書
、
一
七
八
頁
。

*39　
「
新
人
会
記
事
」（『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
一
九
一
九
年
三
月
）
一
六
頁
。

*40　

吉
野
作
造
「
青
年
学
生
の
実
際
運
動
」（『
中
央
公
論
』
一
九
二
六
年
一
二
月
）

一
三
九
―
一
四
〇
頁
。

*41　

吉
野
、
前
掲
「
日
本
学
生
運
動
史
」
三
一
頁
。

*42　

吉
野
、
前
掲
「
青
年
学
生
の
実
際
運
動
」
一
四
〇
頁
。

*43　

観
風
子
（
赤
松
克
麿
）「
発
刊
の
辞
」（『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
一
九
一
九
年
三
月
）
二

頁
。

*44　

赤
松
克
麿
「
国
際
平
和
運
動
と
大
和
民
族
」（『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
一
九
一
九
年

一
〇
月
）
三
頁
。

*45　

同
右
。

*46　

観
風
子
（
赤
松
）、
前
掲
、
二
頁
。

*47　

赤
松
、
前
掲
「
国
際
平
和
運
動
と
大
和
民
族
」
二
頁
。

*48　

同
人
（
赤
松
克
麿
）「
朝
鮮
青
年
諸
君
に
呈
す
」（『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
一
九
一
九
年

四
月
）
一
頁

*49　

赤
松
克
麿
「
解
放
運
動
の
真
精
神
」（『
デ
モ
ク
ラ
シ
イ
』
一
九
一
九
年
七
月
）
三
頁
。
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